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１．研究計画の概要
（１） 非線形拡散方程式の進行波解の数理

的な構造を解明する。
（２） 非線形拡散方程式に現れる界面の動

力学の支配方程式を数学的に導出す
る。

２．研究の進捗状況
本研究の主目的は、非線形拡散方程式にお

ける進行波と界面のダイナミクスを数学的
に理解することである。界面とは、二つの違
った状態を隔てる空間的な局在構造であり、
散逸系における空間パターンの力学的な振
る舞いを理解するために従来より研究が重
ねられてきた。進行波は一定の形状を保ちな
がら一定速度で動いていく特殊解である。こ
の特殊解は界面の基になるもので、実際に界
面は局所的にはこの解で近似できることが
多い。これまで得られた成果としては、（１）
フィッシャー方程式の非局所的な拡散効果
を持つ場合に対するモデル方程式について
研究した。初期に与えられる擾乱が広範囲に
渡れば擾乱は空間的に拡大していくことを
示した。さらに、擾乱の平均伝播速度を与え
る一つの公式を導いた。（２）単安定な非線
形項を持つ非局所拡散方程式における進行
波解の構造について研究した。古典的な単安
定拡散方程式の場合と同様に、最小速度が存
在すること、及び、最小速度以上の任意の速
度の単調な空間形状を持つ進行波解が存在
すること、さらに、進行波解の最小速度と時
間周期的な進行波解の最小速度は同一とな
ることを示した。証明の際には、順序保存的

であること、空間１次元系であること、平行
移動不変性などの系の特徴を利用した。（３）
双安定な非線形項を持つ非局所拡散方程式
における進行波解の存在について研究した。
古典的な単安定拡散方程式の場合と同様に、
単調な空間形状を持つ進行波解の存在を示
した。（２）の結果を得るのに（１）の結果
を利用した。さらに、（３）の結果を得るの
に（２）の結果を利用した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。本研究の

これまでの成果（研究手法も含む）によって、
非局所系を含む非線形拡散方程式の進行波
解の普遍的な構造が明らかに成りつつある。

４．今後の研究の推進方策
周期媒質上の双安定な非線形項を持つ拡

散方程式の進行波解の数理的構造について
研究する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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